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ギャがバングラデシュに逃避した。また 1991 年から 1992 年にかけて、ミャ
ンマー政府による抑圧的政策（強制的な土地接収、徴税、労働など）や一部
住民による暴力を恐れて約 25 万人がバングラデシュに流出した15）。






























































































　アラカン・プロジェクトの推計によると、2006 年 10 月から 2008 年 3 月
中旬までの約 1年半の間に、8,000 人を超すロヒンギャが主にバングラデシ




節、いわゆる乾季となる。タイ海軍のスポークスマンが、2008 年 12 月 5 日






　2007 年 12 月 25 日には、およそ 240 人のロヒンギャをマレーシアへと運
ぶ密航船（トロール漁船 1隻と乗合船 2隻）がベンガル湾で沈み、およそ
160 人が溺死したとみられている。その翌週には、ミャンマー海軍によって






















































紹介した 2009 年（事件は 2008 年発生）に海外メディアによって広く知られ
るようになった海路の「プッシュ・バック」は、その後も続けられたことが





















ある。2012 年 6 月から 2014 年 4 月の間だけでも、ロヒンギャを主とするお
よそ 8万 6千人─ 2012 年 6 月から 12 月にかけて 1万 6千人以上、2013 年
に 5万 5千人、2014 年 1 月から 4月にかけて 1万 5千人近く─がマレーシ
アを目指して船に乗り込んだとみられている37）。また、2012 年 6 月から











プッシュ・バック政策も同時並行で実行されていた。2014 年 2 月にも、タ
イの警察中将がメディア関係者に対して「（タイ領海で拘束したロヒンギャ










































ン氏のオフィスにやって来る。2013 年 12 月のことである。その約半年前の
7月 17 日に「プーケット・ワン」上で取り上げたロヒンギャ関連の記事が、
タイ刑法第 328 条の「名誉毀損」および 2007 年 6 月にタイで公布された






察はロヒンギャ1人につき 5千バーツ（約 1万 7千円）ないし 1隻（100 人
乗船）に対し 50 万バーツ（約 170 万円）を要求するという、具体的な記述
































　これら外部からの圧力が奏功したかどうかは不明だが、2015 年 9 月 1 日
の判決は公訴棄却となり、2人の無罪が言い渡された。この時の判決で要と
なったのは、ロイターが書き「プーケット・ワン」が引用した「タイの海上
当局者（Thai naval security forces）」の解釈だった。海軍はこの記述を自ら
のことだと認識して裁判を起こした。ところが裁判所の判断によると、海軍













った49）。そして 2015 年 6 月以降、冒頭で紹介した元陸軍中将マナット・コ
ンペンを含む人身売買関与者に対して逮捕状が発付され、2017 年 7 月の裁
判結果へとつながっていった。
おわりに
















　実際、2017 年 7 月に筆者も参加した第 13 回タイ研究国際会議（The 13th 
International Conference on Thai Studies）後には、同会議の学術委員会議長
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が、2015 年 5 月初旬に発見されることになった。これを機に、マナット元陸軍中
将や役人など 103 人が人身売買、殺人、性的暴行などの罪に問われて起訴された。
